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10-1 (X, d) を距離空間とするとき，次の問に答えよ．
(1) X の部分集合 U が開集合であるという定義を述べよ．（復習）
(2) X は Hausdorff 空間であることを示せ．(5+10)

10-2 (X,U) を Hausdorff 位相空間とし，A を X の部分位相空間とする．このとき，A も Hausdorff
空間となることを示せ．(10)

10-3 R に Euclid 位相を入れ，{0, 1} に R からの相対位相を入れるとき，次の問いに答えよ．
(1) 位相空間 X から {0, 1} への連続写像 f : X → {0, 1} で全射であるものが存在するならば，X は連
結でないことを示せ．
(2) 位相空間 X が連結でないならば，全射連続写像 f : X → {0, 1} が存在することを示せ．(10+10)
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